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論 文 内 容 の 要 旨
学習者は,学校教育を受ける以前か ら,自らの経験を通 して種々の知識を獲得 しいる。 しか し,
学習者の経験 の範囲が狭 く偏っているために不適切な知識が獲得 され ることが多い。 この不適切
な知識は,広 範な問題の解決に一貫 して適用 される ことか ら,ル ール としての判断基準であると
見なしうる。 また,こ の不適切な判断基準(以 下,fU(ルバー))は適切なルール としての判断
基準(以 下,ru(ル))が教授されても修正されにくいという特徴 を持つ。
本論文で展開 される研 究は,煎 をもつ学習者がそれ とは矛盾するruを教授 された場合 に生起
す る4種 の認知過程を想定 し,そ のうちの 「血 とruの接続 ・照合過程 を欠 くために両者が並存
し二層構造 を構成す る」 とい う認知過程 に焦点 をおき,こ の認知過程 における学習者の廊 を修
正す るための教授方略を探るとともに,より一般的な教授原則を見いだす ことを目的 として,行わ
れた。
第1部 第1章 では,教 授学習過程で新たにruが提示されて も学習者 の沁 は修正 されないとい
う特徴 を持つ ことをあげ,そ の原因がrru・癒 間の接続 照合過程が欠落 し,互 いに矛盾するはず
の2つ の判断基準 が一 人の学習者 の認知過程 に並存 して,二層構造 をな して いる ことにある」
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という仮説が提 出された。第 ■章では,上 記の仮説の妥当性を実証す る資料を得るために,小 学
校6年 生を対象に平行四辺形 の面積概念を教授する授業を行い,求積公式は保持 しているのに「周
長大な ら面積は大きい」という廊 による判断が下されるというru・酌 間の接続 ・照合過程 を欠 く
現象を見いだ した。第皿章では,学 習者の教授文脈に依存的な学習過程が,ru・煎 間の接続照合
過程 を抑制す る要因であるという予想 を確認す るために,聴覚障害児が所存す る 「名詞依存」fU,
「語順」角 を修正す る教授実験を行った。そして,接続 ・照合過程が生起 しにくいのは,外 因とし
て学校教育でよく使われる小ステ ップの原理,ま た内因としては教授文脈に依存的な学習者 の認
知過程,に 原因があることを示唆する結果 を得た。
第H部 では,第1部 の結果 を受 けて,ru・而 間の接続 ・照合過程を外的に制御促進す るために,
その過程の生起に関わる要因を明 らかにする目的で行った実験 ・調査の結果が述べ られた。 まず
第W章 では,学 習者の関与状況 という要因を取 り上げ,課 題関与 している場合には既有知識が検
索 ・活用 されやす く新情報が理解されやすい,新 旧知識の統合が促進されるという仮説 を確認す
るために,大 学生を対象に文章読解事態でその検証実験 を行った。その結果か ら,課 題関与 とい
う要因が新旧知識の統合機能を持つことが示唆 された。第V章 では,問 題構造の同一性 に関する
認知 を取 り上げ,この同一性 に関する認知の欠如がru・fU間の接続 ・照合過程を抑制す る要 因の
ひ とつであるという予想を確認するために,「力の合成分解」 を内容とし,大 学生を対象 として2
つの調査 を行 った。その結果,事例 として用 いられた問題状況問で而 の適用率が異なる,意外性評
定では 日常的問題状況が高い,と いう結果 を得た。この結果 か ら,ru・通 間の接続 ・照合過程 を
促進するためには,日常的問題状況 に即 してruを教授する ことが有効であると考察された。第VIで
は,学 習者の徽 に対す る不明確な認識がru・而問の接続 ・照合過程を制御する要因であるという
予想を確かめるために,専 門学校生を対象に「慣性の法則」を取 り上げ調査 を行 った。その結果,
而 を適用 して問題解 決 を行 った場合で も,自 らの判 断基準 を明確 に自覚で きない ことが明 ら
かになった。第W章 では,ruの理解 に関するメタ認知を要因として取 り上げ,メ タ認知が不正確
な場合 には,教 授時 にruの理解が不十分であって も理解できた と認識 され,ru・而 間の接続 ・照
合過程が抑制されるという仮説を,「力の合成分解 の法則」 を取 り上げ,専 門学校生を対象 にした
実験で検討した。その結果,学 習者 自らの理解に関す るメタ認知は不正確 な場合のあることを明
らかにした。
第斑部では,第H部 で確 認 した要因に関連 して,ru・諏 間の接続 ・照合過程 を促進 して癒 の修
正 を図 るための具体的な教授方略 を提案 し,そ れ らの方略の酌 の修正 に及ぼす効果を実験的に
検討 した。第珊章では,「 力の合成 と分解 の法則」 とそれに対応する而 を取 り上げ,大 学生 を
対象 にして2つ の実験 を行 い,ruの教授 に先立つ問題解決体験 によって課題関与状況 を付与
す る ことの効果 と,fUが適用 されやす い 日常的な問題状況 を焦点事例 にして,ruを教授 した
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場合の而 の修正 に及ぼす効果 を調べた。そ の結果,後 者の効果が確認され,i1が適用 されやすい
日常的な問題状況を焦点事例 にしてruを教授 した場合 に接続照合過程が正起 しやす くな ると考
察 された。第皿章では,小 学校5年 生を対象に 「極端 に小さい内角 を持 つ三角形 の内角の和は
180。よ り小さい」 という而 を取 り上げ,学 習者の而 に対する不明確な認識 を明確にさせ,ru・il
問 の接続 ・照合過程 の促進を図る酌 の修正方略が考 えられた。そ の方略は,例 外例 を学習者 自
身に生成させ,ruを検証させ るというものであった。実験 の結果,こ の方法が適用範 囲を過度
に限定する而 の修正 に有効であることが明 らか になった。第X章 では,着 目すべき属性 を選び
間違 っている廊 について,学 習者が不適切 に着 目している属性 を事前に特定 し,そ れ を学習者
に明示 した上でruを教授する方法の而 の修正効果 を,「沈 んでいる物体は浮力を受けない」な どの
酌 を取 り上げ,大 学生を対象 に調べた。その結果,単 にruを教授 した場合 に比べ,而 の修正が促
進 される ことが明 らかになった。第XI章では,事 例間の同一構造性の認知の問題 を取 り上げた。
ru・而 間の接続 ・照合のためには,ruの教授の際に用 いられる事例が学習者に而 の事例 と同 じル
ールが適用できるという意味で,同一構造を持つものとして認知され ることが必要である。その
方法として複数の多様な問題状況に即 してruを教授する方法 を考案 し,大学生 を対象に 「競争が
あれば値段(料 金)は 低い」とい うruとそれに対応する角 を取 り上げ,そ の方法の効果 を確認
する実験 を行 った。 この結果,こ の方法によ り事例 間の同一構造性の認知 を促進できることが確
認された。
第IV部では,)皿章において,第 皿部 までに得 られた知見 に基づき,ru・f血間の接続 ・照合過程
の促進 という観点か ら,ilの修正を図る際に有効であろう5つ の教授原則な らびに今後の研究課
題を提出 した。具体的には,① 而 に抵触する事例の先行提示,② 角 に適用率が高い日常事例 を焦
点事例にす ること,③学習者の而 に対す る認識を明確にしてお くこと,④ 多様な焦点事例 を用い
ること,⑤ 学習者が課題関与するような課題設定 をしてお くこと(暫 定案)と いう教授原則を提
出した。 また,今後の研究課題 として,学習者に納得を得させて而 を修正す る方略,すなわち①ru
・愈 を結びつける知識 を付与す る教授ス トラテジー,②而 の根拠をruに適切に位置づける教授ス
トラテジー,③ruを実感 させ る状況を用 いる教授ス トラテジー,④ アナ ロジー を用 いる教授ス ト
ラテジー,⑤ruの適用訓練を取 り入れた教授ス トラテ ジー,の 有効性 の検討を指摘 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
近年,教 育心理学や認知心理学の分野では,学 校教育の教科内容 として扱われ る概念やルール
の学習 を対象 とする教授学習過程 の研究が行われるようになった。そ こでは構成主義的な考えの
影響 もあって,学 習者は教育を受ける前か ら彼 らな りの学習をしてお り,科 学的 には不十分であ
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るが,彼 らな りの概念やルールを構成していると考え られてお り,こ れ らは誤概念や素朴概念,
誤ルール(ru)などと記述されている。そ して,こ の不十分な概念やルールを適切な ものに組
みかえるための 「学習援助方略」 の研究 も,行 われるようになってきた。本論文 にまとめ られた
教育心理学的な研究 も,こ の 「組みかえ型学習援助方略」研究 の線上にあるものと位置づけるこ
とができる。
教育心理学的な研究 においては,学 習者 の行動をよ り望ましいものにするという教育 目標 と,
そのための要因や条件 を明 らか にする という研究 目標 の実現が目指 され る。従来 の 「組みかえ型
学習援助方略」 の研究 においては,学 習者が教授前に所有 していると考え られる誤ルールを対象
にして,そ れ を適切なルールに組みかえる ことが教育の目標 とされたが,本 研究 は,適 切 なルー
ルを教授 しても組みかえが起 こらず,誤 ルール と適切なルール とが並存 して いるために誤答や誤
理解 をして しまう状態 を改善す ることを教育 目標 として設定 し,そ れを達成する援助方略を明 ら
かにしている。現在,授 業 についていけない学習者の存在な どが問題視 されているが,本研究は,
従来の研究に増 して,こ のよ うな現実的な問題の解明に有用 と思われる情報 を提供 している点で
評価できる。
また本研究では,誤 ルールを持つ学習者に適切なルールを教授 した際に生起 しうる4つ の認知
過程 を想定 し,正 ルールを教授 しても誤ルールの組みかえが生 じない原因をこの認知過程 によっ
て説明 している。特に,適 切なルールを教授 して も問題の解決にそれを用いず既 に所有 している
誤ルール にもとつく解決をするような事態 について,そ の原因が教授された適切 なルール との比
較検討過程(「ru・涌 間の接続 ・照合過程」)の欠如 にある と仮定 し,そ の促進要因や抑制要因
として想定 した要因を実験的に操作することによって,誤 答や誤理解がもた らされ るメカニズム
の概容を明 らかにすることに成功 している。 このように,適 切なルール と誤ルール とが同一学習
者の認知構造 のなか に並存 している場合 に焦点を当て,そ こで生ず る認知過程 を望 ましい状態 に
変容 させ るための要因や条件を体系だてて研究 した認知心理学的研究は,従 来の認知心理学的な
研究 に照 らして も,希 有である。本研究は,こ のような研究 目標の達成において も優れていると
評価できる。
さ らに,本 研究は,適 切なルール と誤ルール との比較検討過程(「ru・f意間の接続 ・照合過
程」)を促進するための個々の教授方略 を多 くの実験的な研究を行って明 らか にしているが,それ
だけに止 まらず,そ れ らを考察 してより一般的な5つ の教授原則を提出 している。 これ らの教授
原則が実践上期待 されるような有効性を持つか どうかの確認は今後の研究 に委ねな くてはな らな
いが,今 後の実践的な研究に検討すべき方向性を示唆 した点が評価できる。
本研究 には,想 定 した認知過程のさらなる検討,ル ール と誤ルールの並存を推定する方法の改
良,学 習者の前提条件と5つ の教授原則の交互作用の検討などさらに検 討すべ き点があるが,上
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述 したよ うに,本 研究が従来の研究 に比べて非常に実践的であり教育実践 に寄与 しうる可能性が
大きい点,認 知研究 として十分な先進性 を有する点,さ らに今後の実践的な教育心理学研究 に対
する貢献度が高い という点 において,評 価できる。
よって,本 論文は博士(教 育学)の 学位論文 として合格 と認める。
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